
　
古
賀
市
の
食
品
加
工
団
地
内
に
位

置
す
る
海
津
木
苑
。「
し
尿
処
理
」
や

「
汚
泥
」と
い
う
言
葉
か
ら
、
強
い
臭

気
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印

象
を
持
っ
た
が
、
海
津
木
苑
に
到
着

し
、
車
か
ら
降
り
て
も
匂
い
は
特
に

感
じ
な
か
っ
た
。

　
施
設
内
に
入
っ
て
み
る
と
、
清
潔

感
の
あ
る
廊
下
、
大
き
な
見
学
窓
の

奥
に
は
、
工
場
の
よ
う
な
装
置
が
並

ん
で
い
る
。始
め
に
案
内
さ
れ
た
の

は
、
百
人
以
上
が
入
れ
そ
う
な
広
い

研
修
室
で
、
担
当
の
三
好
係
長
に
よ

る
と
「
小
学
生
の
見
学
を
想
定
し
た

広
さ
に
し
て
い
る
。ま
た
、汚
泥
再
生

処
理
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時

に
は
指
定
緊
急
避
難
所
と
し
て
の
役

割
を
担
う
」と
の
こ
と
。食
品
加
工
団

地
や
近
所
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
る
そ

う
だ
。

　
次
に
パ
ソ
コ
ン
が
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
る
中
央
監
視
室
を
案
内
さ
れ

た
。こ
こ
で
は
、海
津
木
苑
の
全
て
の

設
備
を
監
視
し
て
い
て
、
運
転
状
況

な
ど
を
監
視
し
な
が
ら
、
薬
品
の
注

入
な
ど
も
パ
ソ
コ
ン
操
作
で
簡
単
に

調
整
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
確
実
か

つ
効
率
的
な
管
理
が
さ
れ
て
い
た
。

　
い
よ
い
よ
見
学
窓
の
向
こ
う
側
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。さ
す
が
に
臭

気
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
覚
悟
し
て
い

た
が
、全
然
臭
く
な
い
。徹
底
し
た
脱

臭
処
理
が
さ
れ
、
大
気
中
に
放
出
さ

れ
て
い
る
そ
う
だ
。臭
気
だ
け
で
は

な
く
、
処
理
工
程
で
発
生
す
る
汚
泥

は
古
賀
清
掃
工
場
の
燃
料
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
。実
際
に
、そ
の
燃
料

で
あ
る
助
燃
剤
を
触
ら
せ
て
も
ら
っ

た
が
、
と
て
も
温
か
く
、
恐
る
恐
る

匂
っ
て
み
た
が
、
こ
れ
も
臭
く
な

か
っ
た
。

　
一
通
り
見
学
し
た
が
、
臭
気
は
全

く
な
く
、
下
水
排
除
基
準
に
合
わ
せ

て
水
処
理
さ
れ
た
し
尿
な
ど
は
下
水

道
に
放
流
さ
れ
、
さ
ら
に
は
汚
泥
を

資
源
と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
。ま
た
、確
実
か
つ

効
率
的
に
管
理
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い

施
設
だ
っ
た
。海
津
木
苑
は「
私
た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
大
切
な
施
設
」だ
と
、妻
や

仲
間
た
ち
に
も
伝
え
た
い
。

　海津木苑の前身のし尿処理施設は昭和 39
年に当時の古賀町に建設され、福間町、津屋崎
町を含む近隣 5町で運営されました。しかし、
悪臭や放流水による河川水質汚濁が発生した
ことで周辺の生活環境を悪
化させる事態となりました。
また同時に、小学校で、し尿
処理施設の近くに住んでい
るA地区の子どもたちが、友
達から「A 地区の子は臭い」
などといった言葉を浴びせ
られる人権侵害に関わる事
象が起きていることが明らかになったのです。
そして、A地区育成会からし尿処理施設撤去に
関する請願書が提出され、地域住民の生活環境
と人権を守れなかったこのし尿処理施設は、
操業開始からわずか15年で閉鎖されることに
なりました。
　それから当時の古賀町は、福岡市にし尿処理
を委託していましたが、期限を提示され、新た
な処理施設建設が必要になりました。しかし、
前施設の影響で、どの候補地との交渉も決裂。

その後、現在地に設置することを申し入れました。
地元区と何度も協議を重ねていく中で「し尿処
理施設の建設は住民の生命に関わる重要な問題
であり、建設に反対するということは、し尿処理

施設にまつわる差別を容認す
ることにならないか。し尿処
理施設を受け入れ、そこから
部落差別をはじめとするあら
ゆる差別をなくしていく運動
を展開すべきではないか」と
いう意見が出されました。
そして「人が生きていく上で

欠かすことのできない大切な施設」として、地域
住民や関係者の理解と協力を得ることができ、
昭和58年、現在の場所に２代目し尿処理施設
「海津木苑」が誕生しました。
　このような
歴史を踏まえ
て、海津木苑は
人権教育･啓発の一
拠点としても位置付け
られているのです。
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海
津
木
苑
の
周
辺
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臭
気
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の
か

海
津
木
苑
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生
活
を
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切
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脱
臭
処
理
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徹
底
さ
れ
て
い
る
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▶海津木苑の歴史を説明する横田浩一苑長
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▲40年ぶりにリニューアルされた海津木苑




